
「
リ
ュ
シ
ァ
ツ
・
ル
ー
ヴ
ェ
シ
」
小
論

島
　
　
田
　
　
尚
ー
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
序
　
論
　
　
　
－
　
－
　
ー
　
　
ゴ
】
チ
・
夫
人
の
小
説
を
契
機
に
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
は
こ
の
主
題
を
・
身

　
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
は
一
八
三
一
年
い
ら
い
、
チ
ヴ
／
タ
・
ヴ
ヱ
ッ
キ
ア
領
事
の
　
　
　
自
身
で
扱
つ
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
つ
た
も
の
の
よ
う
だ
。
こ
う
し
て
、
か

任
に
あ
つ
た
。
一
八
三
三
年
休
暇
で
パ
リ
に
岨
つ
た
と
き
、
か
れ
は
女
友
達
ジ
　
　
　
れ
の
三
大
小
説
の
ひ
と
つ
『
リ
ユ
シ
ア
ン
゜
ル
ー
ヴ
ェ
ン
』
が
生
れ
る
ご
と
に
　
　
3
1

．
ユ
ー
ル
・
ゴ
ー
チ
ェ
夫
人
か
ら
、
か
の
女
の
『
中
尉
』
と
題
す
る
小
説
の
原
稿
　
　
　
な
つ
た
。

を
渡
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
助
言
を
求
め
ら
れ
た
。
か
れ
は
そ
れ
を
任
地
へ
　
　
　
ω
　
国
窪
二
ζ
碧
ニ
ロ
。
匿
”
ピ
停
信
く
『
。
牙
◎
。
器
b
爵
包
（
≧
『
貯
一
話
。
げ
島

も
ち
帰
り
、
余
暇
を
み
て
は
訂
正
の
筆
を
加
え
て
い
た
が
、
一
八
三
四
年
五
月
　
　
　
　
　
一
〇
い
一
）
”
℃
°
窃
い
．
，
　
　
　
　
　
，
，
　
　
　
　
　
－
　
　
，

．
四
日
、
ゴ
ー
チ
ェ
夫
人
に
か
な
り
長
交
の
手
紙
を
書
き
、
懇
切
な
助
言
を
あ
た

え
て
い
る
。
そ
の
翌
日
か
ら
、
か
れ
は
み
ず
か
ら
数
頁
ば
か
り
書
き
始
め
た
の
　
　
　
最
初
の
構
想
で
は
、
こ
の
小
説
は
三
部
か
ら
成
る
は
ず
で
あ
つ
た
、
，
，
ま
ず
第

で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
に
は
、
出
来
の
悪
い
『
中
尉
』
を
書
き
直
す
と
い
う
以
　
　
　
一
部
で
は
、
ゴ
ー
チ
ェ
夫
人
の
小
説
を
利
用
し
て
、
軍
職
を
も
つ
主
人
公
を
登

外
、
別
の
意
図
は
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
か
れ
が
こ
の
『
中
尉
』
を
利
用
し
　
　
場
さ
せ
、
こ
の
主
人
公
の
出
入
り
す
る
地
方
の
貴
族
社
会
を
描
く
。
次
に
第
二

で
、
自
分
の
小
説
を
書
こ
う
と
の
考
え
を
い
だ
い
た
の
は
、
．
同
年
五
月
八
唱
か
　
゜
部
で
は
、
主
人
公
は
政
治
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
り
、
か
れ
の
活
躍
す
る
中
央
の

ら
九
日
に
か
け
て
の
夜
痢
で
あ
つ
た
と
い
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
政
界
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
最
後
の
第
三
部
で
、
ス
タ
ン
ダ
！
ル
な
、
」
八
三

　
ア
ン
リ
．
マ
ル
チ
ノ
に
よ
れ
ば
、
地
方
に
お
け
る
士
官
の
生
活
と
い
う
主
題
　
　
　
一
年
に
書
い
た
『
社
会
的
地
位
』
と
題
す
る
未
完
の
小
説
を
利
用
し
て
、
外
交
官

は
、
そ
れ
以
前
か
ら
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
興
味
を
ひ
い
て
い
た
も
の
で
、
す
で
に
　
　
　
の
社
会
を
描
く
っ
も
り
だ
つ
た
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
第
三
部
は
つ
い

，
『
ラ
シ
ー
ヌ
と
シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
』
の
第
二
部
（
一
八
二
五
）
に
、
そ
れ
に
関
す
　
　
　
に
実
現
さ
れ
ず
に
終
つ
た
。
一
八
三
五
年
四
月
二
十
八
日
、
ス
ダ
ツ
ダ
ー
ル
ば



第
三
巻
を
省
く
む
ね
の
ノ
ー
ト
を
原
稿
の
余
白
に
記
し
、
同
年
九
月
二
十
三
日
　
　
　
人
公
の
生
き
方
に
鋭
く
対
立
す
る
も
の
と
し
て
、
い
い
か
え
れ
ば
、
主
人
公
の

に
は
『
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ル
ー
ヴ
ェ
ン
』
を
放
棄
し
て
、
直
ち
に
『
ア
ン
リ
・
ブ
　
　
　
《
幸
福
追
求
》
に
対
し
て
否
定
的
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、
描
き
出
す
の

リ
ュ
ラ
ー
ル
の
生
涯
』
に
と
り
か
か
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
、
と
。
か
れ
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
ふ
う
の
典
型
で
は
な
い
エ
リ
ッ
ト
、
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
精
神
貴
族
を
、
主
人
公
と
し
て
え
ら
び
、
そ
の
主
人
公
の
眼
で
社
会
の
諸
相

　
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
小
説
の
な
か
で
、
　
『
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ル
ー
ヴ
ェ
ン
』
は
特
殊
　
　
　
を
み
て
い
る
。
従
つ
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
小
説
に
お
け
る
社
会
は
、
常
に
、
ベ
イ

な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
あ
る
ひ
と
は
、
こ
の
小
説
を
バ
ル
ザ
ン
ク
的
だ
と
評
　
　
　
リ
ス
ム
の
立
場
か
ら
批
判
さ
れ
た
社
会
で
あ
る
。
同
時
代
の
社
会
を
描
く
ス
タ

す
る
が
、
た
し
か
に
そ
れ
も
理
由
な
き
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
小
説
　
　
ン
ダ
…
ル
の
態
度
は
、
常
に
イ
ロ
ニ
ツ
ク
な
の
だ
。
や
や
図
式
的
に
い
え
ば
、

は
、
一
見
、
　
『
赤
と
黒
』
や
『
パ
ル
ム
の
僧
院
』
、
と
は
違
つ
た
よ
う
に
み
え
る
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
場
合
、
主
人
公
が
そ
の
な
か
で
生
き
る
社
会
は
、
い
つ
も
コ

の
だ
。
そ
れ
は
主
と
し
て
、
こ
の
小
説
に
お
け
る
政
治
や
社
会
の
描
写
が
詳
細
　
　
　
ミ
ッ
ク
な
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
、
こ
の
コ
ミ
ッ
ク
な
状
況
の
な
か
で
演
じ
ら

緻
密
で
あ
る
こ
と
か
ら
く
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
小
説
の
特
に
第
二
部
で
は
、
　
　
　
れ
る
《
美
し
い
魂
》
の
悲
劇
が
、
小
説
の
根
本
的
な
主
題
と
な
る
。
バ
ル
ザ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ラ
ン
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
政
治
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
主
題
だ
と
い
つ
　
　
　
ク
的
と
評
さ
れ
る
『
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ル
ー
ヴ
ェ
ン
』
に
お
い
て
も
、
こ
の
事
情

で
も
い
い
ほ
ど
だ
。
し
か
し
、
政
治
的
社
会
的
性
格
は
、
　
『
ア
ル
マ
ン
ス
』
か
　
　
　
に
変
り
は
な
い
。

ら
「
ラ
ミ
エ
ル
」
に
い
た
る
ま
で
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
小
説
が
多
か
れ
少
な
か
れ
　
　
　
ω
O
⑦
。
『
α
q
‘
ト
ロ
。
鑑
。
。
。
鱒
ω
ε
隻
㊥
μ
言
国
ξ
。
智
琶
閃
。
島
。
。
B
（
ピ
o
口
儀
o
昌
・
　
3
2

も
つ
て
い
る
性
格
な
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
を
抜
き
に
し
て
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
　
　
　
　
　
＝
竃
≦
、
9
図
勺
ζ
窪
凶
ω
臣
ロ
α
q
O
o
・
・
一
り
8
）
℃
・
謬
・
．

小
説
の
正
当
な
評
価
は
不
可
能
だ
と
さ
え
い
え
よ
う
。
た
だ
、
『
リ
ユ
シ
ア
ン
・

ル
ー
ヴ
ェ
ン
』
で
は
、
こ
の
性
格
が
も
つ
と
も
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
　
　
・
　
以
上
の
よ
う
な
観
点
に
立
つ
て
、
わ
た
し
は
以
下
『
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ル
ー
ヴ

と
は
事
実
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
』
を
論
じ
て
み
た
い
。

　
ω
　
〉
宣
冒
“
ω
8
β
畠
ず
巴
（
国
o
ω
。
。
⑦
・
。
d
巳
く
⑦
邑
欝
マ
o
°
。
α
o
午
p
口
o
P
　
一
宝
Q
o
）
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ヤ
琴
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
赤
と
黒
』
や
『
パ
ル
ム
の
僧
院
』
の
場
合
と
違
つ
て
、
製
作
年
代
的
に
は

　
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
ス
タ
ン
ダ
！
ル
小
説
に
お
け
る
、
政
治
な
い
し
社
　
　
　
こ
の
両
者
の
中
間
に
位
置
す
る
『
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ル
ー
ヴ
ェ
ン
』
に
は
、
か
な

会
描
写
の
も
つ
特
殊
な
性
格
で
あ
る
。
ゲ
オ
ル
グ
・
ル
カ
ー
チ
は
、
ス
タ
ン
ダ
　
　
り
の
分
量
の
創
作
ノ
ー
ト
が
残
つ
て
い
る
（
竃
伽
冨
昌
σ
q
。
ω
陣
昌
凱
日
。
ω
簿
ζ
9
『
σ
Q
7

ー
ル
が
、
時
代
の
体
質
的
特
徴
を
主
人
公
の
伝
記
の
な
か
に
詰
め
こ
む
と
い
う
　
　
　
昌
巴
昼
一
・
P
団
9
U
貯
9
・
昌
）
。
こ
れ
を
み
る
と
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
が
こ
の
小
説
を
、

点
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
う
も
い
え
る
が
、
わ
た
し
は
む
し
ろ
次
の
よ
う
に
．
い
　
　
前
作
『
赤
と
黒
』
と
は
よ
ほ
ど
違
つ
た
方
法
で
書
こ
う
と
し
、
か
れ
自
身
が
『
赤

い
た
い
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
は
政
治
や
社
会
を
、
ベ
イ
リ
ス
ム
の
体
現
者
た
る
主
　
　
　
と
黒
』
の
欠
点
と
考
え
て
い
た
い
く
つ
か
の
点
を
、
改
め
よ
う
と
努
め
た
こ
と



　
が
分
る
の
だ
が
、
こ
の
欠
点
の
ひ
と
つ
に
、
　
『
赤
と
黒
』
で
は
話
の
興
味
が
も
　
　
．
が
、
正
確
に
は
プ
ロ
イ
内
閣
時
代
の
社
会
だ
と
考
え
て
い
い
わ
け
で
あ
る
。
も

　
つ
ば
ら
主
人
公
に
集
中
し
て
い
て
、
背
景
の
副
人
物
の
描
き
方
が
足
り
な
い
と
　
　
つ
と
も
、
ス
タ
ン
ダ
…
ル
自
身
は
、
そ
れ
と
名
指
し
て
は
い
な
い
。
　
（
ア
ラ
ゴ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　

　
い
う
点
が
あ
る
。
「
す
べ
て
の
退
屈
で
第
二
義
的
な
人
物
の
肉
体
的
肖
像
を
作
　
　
　
の
い
う
よ
う
に
、
《
6
母
8
窃
器
魯
駄
》
　
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
小
説
の
重
要
な
特

　
る
こ
と
。
わ
た
し
は
『
ジ
ュ
リ
ア
ン
』
で
、
ク
ロ
ワ
ズ
ノ
ワ
、
ド
・
リ
．
一
ス
、
　
　
徴
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
い
う
細
か
い
せ
ん
さ
く
も
決
し
て
無
意
味
で
は
な
い
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
ド
・
ケ
リ
ュ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
失
敗
し
た
。
」
　
（
『
ジ
ュ
リ
ア
ン
』
と
　
　
　
ω
　
。
℃
°
魯
゜
”
℃
，
ま
も
。
も
竃
9
℃
や
8
ト
。
凸
O
な
。

　
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
が
最
初
『
赤
と
黒
』
　
に
あ
た
え
で
い
た
題
名
で
あ
る
。
）
　
　
　
傷
　
〈
o
貫
ピ
o
忌
゜
。
〉
蚕
σ
q
o
『
ぴ
9
H
ζ
日
団
曾
。
α
o
ω
8
巳
ず
匙
（
団
9
、
U
o
，
°

　
も
つ
と
も
、
背
景
を
な
す
副
人
物
を
入
念
に
描
こ
う
と
い
う
意
図
は
、
　
『
リ
ュ
　
　
　
　
昌
o
α
r
お
い
幽
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
シ
ア
ン
・
ル
ー
ヴ
ェ
ン
』
に
お
い
て
初
め
て
み
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
前
記
　
　
　
　
　
　
　
顧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
『
社
会
的
地
位
』
の
ノ
ー
ト
に
、
す
で
に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。
「
こ
の
小
　
　
　
ド
゜
プ
ロ
ィ
内
閣
は
・
カ
ジ
ミ
ー
ル
゜
ペ
リ
エ
　
（
α
琶
B
マ
黒
憎
凶
臼
）
の
内

　
説
も
ま
た
、
　
『
赤
と
黒
』
の
よ
う
に
、
二
人
物
間
の
決
斗
（
傷
唱
。
一
。
昌
け
．
。
α
。
β
x
　
　
閣
の
あ
と
を
受
け
て
、
一
八
三
二
年
か
ら
三
六
年
に
か
け
て
政
権
を
相
当
し
た
。

　
醤
噌
。
。
8
欝
σ
q
。
m
）
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
否
。
決
斗
の
物
語
が
終
つ
た
ら
、
背
景
の
　
　
　
首
班
の
ド
・
プ
ロ
イ
公
は
外
相
を
も
か
ね
、
内
相
チ
エ
ー
ル
（
円
窯
。
『
°
。
）
、
文
相

　
人
物
（
℃
。
⊆
覧
。
含
母
窪
。
9
⊆
）
を
作
る
こ
と
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ゾ
ー
（
Ω
巳
N
9
な
ど
い
わ
ゆ
る
《
α
8
巳
轟
団
冨
》
た
ち
が
、
こ
の
内
閣

　
　
ω
。
ヤ
。
ぎ
窄
8
。
。
．
　
　
　
　
　
　
，
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
構
成
し
て
い
た
。
周
知
の
ご
と
く
、
七
月
王
政
期
の
政
治
勢
力
は
三
つ
に
大
別
　
　
3
3

　
　
②
　
】
≦
山
き
σ
q
。
。
。
号
ド
霧
恥
緯
ξ
P
“
一
・
掌
一
蕊
（
団
α
゜
一
）
団
く
”
昌
）
　
　
　
　
　
　
さ
れ
る
。
右
に
は
孟
認
チ
五
轍
淋
、
左
に
は
共
和
派
、
そ
し
て
そ
の
申
間
に
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る
申
庸
派
（
』
蕊
8
－
日
豪
o
口
）
が
あ
つ
た
。
ペ
リ
エ
、
ド
．
プ
ロ
イ
、
チ
エ
ー

　
　
以
上
の
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
小
説
の
背
景
を
構
成
す
る
副
人
物
を
、
『
赤
　
　
　
ル
、
ギ
ゾ
ー
な
ど
は
い
ず
れ
も
中
庸
派
に
属
し
、
そ
の
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
…

　
と
黒
』
に
お
け
る
よ
う
に
ス
ケ
ッ
チ
ふ
う
、
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
ふ
う
に
で
は
な
く
、
　
は
自
由
主
義
的
な
君
主
主
義
で
あ
つ
た
．
こ
の
派
も
し
か
し
、
内
部
で
は
保
守

　
よ
り
克
明
に
描
こ
う
と
い
う
の
が
、
当
時
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
、
い
わ
ば
固
定
　
　
派
と
革
新
派
に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
《
抵
抗
派
》
（
窟
三
。
・
碧
ω
脅
㌫
。
・
一
・
・
欝
ロ
。
。
）
、

　
観
念
で
あ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
運
動
派
》
（
℃
母
募
”
蕊
α
。
B
o
⊆
〈
。
日
窪
一
）
と
呼
ば
れ
た
。
前
記
《
α
o
。
言
即
、

　
　
で
は
、
　
『
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ル
ー
ヴ
ェ
ン
』
に
お
い
て
、
そ
の
背
景
を
な
す
七
　
　
ロ
p
即
器
》
　
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
前
者
に
属
し
た
。
ラ
・
フ
ァ
ィ
エ
ッ
ト
、
ラ
フ

　
月
王
政
下
の
社
会
は
い
か
に
描
か
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
　
『
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ル
　
　
　
イ
ッ
ト
、
オ
デ
ィ
ロ
ン
・
バ
ロ
な
ど
の
《
運
動
派
》
が
政
権
を
担
当
し
た
の
は
、

　
ー
ヴ
ェ
ン
』
の
ノ
ー
ト
は
、
こ
の
小
説
の
物
語
が
一
八
三
三
年
か
ら
三
五
年
に
か
　
　
　
七
月
革
命
の
慮
後
だ
け
で
、
そ
の
あ
と
は
ペ
リ
エ
か
ら
ギ
ゾ
ー
に
い
た
る
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
　
け
て
経
過
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
史
に
お
い
て
こ
の
時
期
に
　
　
　
七
月
王
政
期
全
体
を
通
じ
て
権
力
の
座
に
あ
つ
た
の
は
、
少
数
上
層
ブ
ル
ジ
．

　
政
権
を
担
当
し
て
い
た
の
は
ド
・
プ
ロ
ィ
公
（
含
。
α
①
犀
o
σ
q
ま
）
の
内
閣
で
　
　
　
ア
ジ
ー
の
利
益
を
代
表
す
る
《
抵
抗
派
》
で
あ
つ
た
。
ド
．
プ
ロ
f
内
閣
時
代

　
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
　
『
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ル
ー
ヴ
ェ
ン
』
の
歴
史
的
背
景
　
　
　
を
歴
史
的
背
景
と
す
る
『
リ
ュ
ジ
ア
ン
・
ル
ー
ヴ
ェ
ン
』
が
、
同
時
に
七
月
王
政



そ
の
も
の
似
本
質
的
性
格
を
と
ら
え
得
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
大
し
て
興
味
は
も
つ
て
い
な
い
が
、
そ
の
巨
大
な
財
力
に
よ
つ
て
、
政
治
を

　
で
は
、
七
月
王
政
伽
本
質
討
性
格
と
は
何
か
。
七
月
王
政
は
、
別
名
ブ
塘
ジ
　
　
思
い
の
ま
ま
に
操
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
れ
は
大
臣
弛
ち
を
少
し
も
お
そ
れ
て

ヨ
ア
王
政
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
王
政
と
は
い
え
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
性
格
の
強
　
　
　
い
な
い
。
国
王
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
を
さ
え
お
そ
れ
て
い
な
い
。
国
王
と
の
会

い
も
の
で
・
上
層
ブ
ル
ジ
・
ア
ジ
ー
が
貴
族
や
僧
侶
の
手
か
ら
実
質
的
な
権
力
　
　
，
見
に
お
け
る
、
、
か
れ
の
悠
揚
迫
ら
ざ
る
態
度
を
み
よ
（
第
6
0
章
）
。
こ
う
い
う
態
　
’

を
奪
取
し
た
時
期
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
上
層
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
　
　
　
度
が
と
れ
る
の
も
、
次
の
よ
う
な
自
信
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
グ
ラ
ン

が
・
権
力
の
座
に
つ
く
や
い
な
や
・
そ
れ
ま
で
の
進
歩
的
・
革
命
的
役
割
を
放
　
デ
夫
人
（
小
説
の
第
ご
部
で
リ
、
シ
ア
ン
に
恋
す
る
人
妻
）
に
、
か
れ
は
い
，
つ
。

棄
し
て
急
速
に
反
動
化
し
・
権
力
奪
取
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
大
多
数
人
民
　
　
　
『
グ
ラ
ン
デ
氏
も
わ
し
と
同
様
、
銀
行
を
牛
耳
つ
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
七
月

階
級
の
依
然
た
る
窮
乏
に
無
関
心
で
あ
る
ば
か
り
が
、
か
え
つ
て
こ
れ
を
積
極
　
　
　
革
命
い
ら
い
、
銀
行
は
国
家
を
牛
耳
つ
て
い
る
の
で
す
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が

的
に
断
圧
し
始
め
を
と
で
あ
る
・
こ
の
後
者
の
利
益
を
袋
す
る
共
和
派
は
、
フ
ォ
ー
ブ
ん
・
サ
ン
・
ジ
・
ル
マ
ン
に
と
つ
て
代
つ
弄
わ
嬉
、
銀
行
は
，
フ

天
三
四
年
に
は
《
人
権
の
会
》
（
ω
8
弾
①
α
2
U
δ
諺
牙
一
．
出
o
日
日
o
）
を
　
諏
ジ
．
ア
階
級
の
貴
族
な
の
で
す
。
（
露
）
政
府
は
、
株
叢
引
所
を
上
手
に
，

組
織
し
て
斗
い
・
し
ば
し
ば
暴
動
を
指
導
す
る
が
、
政
府
は
、
《
結
社
に
関
す
　
　
　
あ
し
ら
う
こ
と
に
最
大
の
関
心
を
も
つ
て
い
ま
す
。
内
閣
が
取
引
所
を
潰
す
ご

る
法
》
（
一
八
三
四
年
三
月
）
や
《
出
版
に
関
す
る
法
》
（
一
八
三
五
年
九
月
）
　
　
　
と
は
で
き
な
い
が
、
取
式
所
は
内
閣
を
潰
す
こ
ど
が
で
き
る
の
で
す
。
」
（
第
6
3

な
ど
を
も
つ
て
・
こ
れ
を
断
圧
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
は
、
か
　
　
章
）
事
実
か
れ
は
、
小
説
の
終
り
の
方
で
、
そ
の
財
力
と
才
智
に
物
を
い
わ
せ
て
、
　
騒

つ
て
の
敵
・
正
統
王
朝
派
や
、
と
り
わ
け
僧
侶
階
級
と
結
ぶ
こ
と
を
も
辞
さ
な
　
，
　
《
示
α
q
δ
昌
畠
¢
ζ
岡
臼
》
と
称
す
る
グ
ル
ー
ブ
を
作
つ
て
議
会
に
君
傭
し
、
政
府

．
か
つ
た
。
．
共
和
派
の
暴
動
に
お
そ
れ
を
な
し
た
上
層
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
’
宗
　
　
　
の
あ
る
閣
僚
が
息
子
リ
ュ
シ
ア
ン
を
侮
辱
し
た
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
そ
の

教
を
い
わ
ば
ひ
と
つ
の
社
会
的
ブ
レ
ー
キ
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
．
　
政
府
を
危
機
に
追
い
や
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
°
5

，
小
説
『
リ
ユ
シ
ア
ン
・
ル
ー
ヴ
ェ
ン
』
に
お
い
て
、
こ
の
上
層
ブ
ル
ジ
．
．
ア
　
　
　
　
さ
て
、
主
人
公
リ
ュ
シ
ア
ン
が
政
府
軍
の
士
官
と
b
て
赴
て
ナ
シ
シ
1
の
政
．
・

ジ
ー
を
代
表
す
る
人
物
は
、
じ
う
玄
で
も
な
く
、
大
銀
行
家
ル
ー
ヴ
ェ
ン
氏
で
　
－
治
情
勢
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
正
統
王
朝
派
、
中
庸
派
、
共
和
派
の
鼎
立
が
み

あ
る
。
（
た
だ
し
㍉
こ
の
人
物
を
ふ
こ
の
時
期
の
銀
行
家
の
典
型
と
い
う
こ
と
は
　
　
　
ら
れ
る
。
も
つ
と
も
、
こ
こ
で
は
、
与
覚
た
る
中
庸
派
の
勢
力
は
弱
く
、
知
事

で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
社
会
的
な
意
味
よ
り
も
、
，
ス
タ
ン
ダ
．
」
ル
の
思
　
．
・
フ
レ
ロ
ン
や
政
府
軍
の
士
官
た
ち
は
、
一
方
で
貴
族
の
社
交
界
か
ら
閉
め
出
さ

想
の
あ
る
面
を
代
表
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
精
神
的
な
意
味
を
よ
り
多
く
も
　
　
　
れ
、
他
方
、
共
和
派
に
も
手
を
や
い
て
る
．
歴
史
書
に
よ
る
と
、
，
ナ
ン
シ
ー
は
馬

つ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
従
つ
て
、
か
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
退
屈
で
第
二
義
的
冒
　
，
‘
マ
ル
セ
ー
ユ
や
リ
ヨ
ン
な
ど
と
と
も
に
、
共
和
派
の
勢
力
の
強
か
つ
た
都
市
ら

ト
な
人
物
」
の
ひ
と
り
で
な
い
こ
と
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
一
－
p
し
い
が
、
小
説
で
は
、
測
量
技
師
で
新
聞
《
夜
朔
け
》
の
編
集
者
ゴ
」
チ
ェ
氏

，
応
・
上
層
プ
ル
ジ
・
ア
ジ
ー
の
代
表
者
と
し
て
の
面
だ
け
を
耽
扱
う
。
）
か
れ
は
、
，
を
中
心
と
す
る
若
い
共
和
主
義
者
た
ち
が
、
申
庸
派
の
役
人
や
政
府
軍
の
軍
人

憾
と
ん
ぜ
存
く
と
こ
ろ
可
な
ら
ざ
る
な
き
勢
力
の
持
主
で
あ
る
。
か
・
れ
は
政
治
・
、
を
な
や
ま
す
様
子
が
描
か
⑳
て
い
る
。



し
か
し
・
ス
タ
ン
ギ
ル
が
小
説
の
箋
部
で
特
に
描
斎
・
と
意
図
し
た
の
　
ろ
そ
の
い
く
つ
か
を
避
け
よ
う
と
努
め
な
が
ら
、
邪
気
な
く
単
純
に
作
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
創
作
ノ
う
ト
申
の
言
葉
を
使
え
ば
《
団
。
舅
陣
ρ
三
昌
ρ
鋸
冨
8
。
魯
暇
o
く
μ
昌
8
》
、
　
　
い
る
L
と
い
う
第
一
の
序
文
の
言
葉
は
、
官
憲
を
お
そ
れ
て
の
例
の
、
く
ス
テ
イ

す
な
わ
ち
、
地
方
に
お
け
る
正
統
王
朝
派
貴
族
の
社
会
で
あ
る
。
こ
の
派
の
首
　
　
フ
ィ
カ
シ
ォ
ン
に
す
ぎ
な
い
。
）
そ
れ
い
ら
い
リ
ュ
シ
ア
ン
は
、
新
し
い
職
務

績
は
・
ド
゜
シ
ャ
ス
テ
レ
ル
夫
人
（
リ
ュ
シ
ア
ン
の
恋
人
）
の
父
ド
・
ポ
ン
ル
　
　
に
完
全
に
満
足
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
ま
ず
ま
ず
勤
勉
に
働
く
。
そ
し
て
、

ヴ
ェ
氏
と
ド
・
ヴ
ァ
シ
ニ
ー
氏
で
、
こ
れ
を
中
心
に
ロ
レ
ー
ル
兄
弟
、
ド
・
ジ
　
　
か
れ
の
官
吏
生
活
を
通
じ
て
、
政
界
の
内
部
が
次
第
に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
ゆ

ユ
ヌ
ヴ
レ
伯
、
ド
・
サ
ン
レ
ア
ル
侯
な
ど
が
い
る
。
そ
の
他
に
、
ア
ラ
ン
が
「
ス
　
　
く
。
リ
ュ
シ
ア
ン
は
請
願
委
員
と
し
て
、
シ
ャ
ン
パ
ニ
エ
と
カ
ン
に
選
挙
干
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

タ
ン
ダ
ー
ル
の
最
良
の
肖
像
の
ひ
と
つ
」
と
評
し
た
医
師
デ
ュ
・
ポ
ワ
リ
ェ
が
　
　
　
に
赴
く
こ
と
に
な
る
が
、
出
発
に
さ
い
し
て
ド
・
ヴ
エ
ー
ズ
が
か
れ
に
あ
た
え
「

い
る
。
か
れ
は
シ
ャ
ル
ル
十
世
党
委
員
会
の
秘
書
だ
が
、
出
身
は
下
層
階
級
で
　
　
　
た
助
言
は
、
共
和
派
断
圧
の
た
め
に
は
貴
族
や
僧
侶
と
容
易
に
結
び
つ
父
中
庸

あ
る
。
醜
く
、
粗
野
で
・
グ
ロ
テ
ス
ク
で
さ
え
あ
る
が
、
才
能
が
あ
り
、
雄
弁
で
、
　
　
派
政
府
の
反
動
性
を
、
い
か
ん
な
く
示
し
て
い
る
。
「
貴
族
や
僧
侶
に
は
適
当

精
力
的
で
・
ナ
ン
シ
ー
の
政
治
を
思
い
の
ま
ま
に
繰
る
人
物
で
、
小
説
の
終
り
で
　
　
　
に
や
り
な
さ
い
。
か
れ
ら
と
ね
し
ら
と
は
、
9
お
互
い
に
小
供
じ
み
た
こ
と
ば
か

は
代
議
士
に
ま
で
な
を
。
有
能
な
下
層
階
級
出
身
者
の
ア
リ
ヴ
ィ
ス
ム
を
代
表
　
　
り
や
つ
て
い
る
の
だ
か
ら
な
。
共
和
派
に
は
一
切
容
赦
は
い
ら
ぬ
。
」
（
第
4
9
章
）

す
る
人
物
と
い
え
よ
う
。
小
説
の
進
行
に
つ
れ
て
、
リ
ュ
シ
ア
ン
の
出
入
り
す
　
　
リ
ュ
シ
ア
ン
は
、
プ
ロ
ワ
で
民
衆
に
泥
を
ぶ
つ
か
け
ら
れ
て
少
し
ひ
る
み
な
が

ゐ
貴
族
の
サ
ロ
ン
が
、
次
々
に
描
か
れ
て
行
く
。
ド
・
ピ
ュ
イ
ロ
ー
ラ
ン
夫
　
　
ら
も
、
こ
の
助
言
に
従
つ
て
行
動
す
る
。
し
か
し
、
シ
゜
》
ン
パ
ニ
エ
で
は
こ
と
　
　
3
5

人
、
ド
・
セ
ル
ピ
エ
ー
ル
夫
人
、
ド
・
コ
メ
ル
シ
ー
夫
人
」
ド
カ
ン
ク
！
ル
夫
　
　
は
う
ま
く
運
ん
だ
が
、
カ
ン
で
は
か
れ
は
窮
地
に
陥
る
。
共
和
派
の
候
補
者
ド
．

人
な
ど
の
サ
ロ
ン
が
。
　
　
　
　
　
　
　
，
「
　
　
．
　
　
　
　
　
－
　
　
　
メ
ロ
ベ
ー
ル
氏
の
当
選
を
妨
害
す
る
た
め
に
、
か
れ
は
ド
ニ
，
デ
ィ
ス
ジ
。
ン

　
ω
゜
o
℃
・
鼻
こ
℃
・
箆
U
・
　
、
　
，
　
　
　
　
，
画
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
亨
ヴ
ァ
ル
師
を
逓
じ
て
、
正
統
王
朝
派
の
候
補
者
ル
・
カ
ニ
ュ
氏
を
買
攻
す
る
の
唱

　
②
　
≧
鉱
P
o
や
。
一
8
娼
・
ホ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
が
、
こ
の
試
み
は
結
局
失
敗
に
終
る
。
ド
．
メ
ロ
ベ
ー
ル
氏
の
当
選
に
熱
狂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
民
衆
を
み
て
、
か
れ
は
、
「
あ
れ
こ
そ
本
当
に
主
権
を
と
つ
た
民
衆
だ
」
°

小
説
の
第
二
部
は
・
リ
・
シ
ア
ン
が
霧
大
臣
じ
ヴ
・
亥
伯
の
群
と
　
と
繁
ぎ
る
を
得
な
㊧
で
あ
る
（
第
5
4
章
）
。
　
ぴ
　
　
㌔

し
て
清
躍
す
る
中
央
政
界
の
描
写
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
株
式
取
引
　
　
「
こ
の
章
の
は
じ
め
に
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
が
『
リ
ュ
．
シ
ア
ン
．
ル
ー
ヴ
ェ
ン
』

所
の
い
わ
ば
奴
隷
で
し
か
な
い
中
庸
派
政
府
に
対
す
る
謁
刺
で
み
る
。
　
，
　
　
　
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
　
《
究
毛
器
身
寅
窪
雷
ロ
》
を
描
こ
う
と
努
力
し
た

　
リ
ュ
シ
ア
ン
は
、
ま
ず
、
コ
ル
テ
ィ
ス
事
件
な
る
も
の
の
調
停
に
乗
り
出
す
。
　
　
と
書
い
た
が
、
た
し
か
に
こ
の
小
説
に
は
、
主
人
公
の
内
面
生
活
の
発
展
に
直

　
（
こ
れ
は
、
　
一
八
三
四
年
に
リ
ヨ
ン
で
現
実
に
起
つ
た
事
件
を
と
り
入
れ
た
　
　
　
接
関
係
の
な
い
副
人
物
は
酒
そ
の
数
も
多
く
、
ま
た
、
た
と
え
ば
『
赤
と
黒
』

も
の
。
こ
の
小
説
に
は
、
そ
の
他
に
も
政
治
的
ア
リ
ュ
レ
ジ
．
ン
が
非
常
に
　
　
　
に
比
べ
る
と
、
よ
り
入
念
に
描
か
れ
て
も
い
る
ρ
さ
き
に
名
前
を
あ
げ
た
ナ
ン

多
い
。
　
「
こ
の
作
品
ぱ
、
い
さ
さ
か
も
ア
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
求
め
ず
、
む
し
　
　
「
シ
…
の
貴
族
た
ち
、
中
庸
派
の
閣
僚
た
ち
（
ド
・
ヴ
ェ
ー
ズ
、
ド
・
ボ
ー
ソ
ー



プ
ル
)
、
一
一
一
人
の
知
事
(
フ
レ
ロ
ン
、
り
ク
ブ
ー
ル
、
ブ

1
コ
1
・
ド
・
セ
ラ
ン

ヴ
ィ
ル
〉
な
ど
が
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
乙
れ
ら
副
人
物
の
演
ず
る
役
割

の
び
と
つ
は
、
ジ
ャ
ン
・
プ
レ
ヴ
ォ
も
い
う
よ
う
に
、
一
八
一
一
一
五
年
の
フ
ラ
ン

ス
社
会
を
描
く
乙
と
で
あ
る
。

ω
句
作

g
p
r
s
r
Z
Q
E
Zロ
n
v
g
宮
内
ロ
昏
巴
〈
冨
2
2
Z
身

同
『
お
ロ

nhr
戸
川

W
U
H
)
w
同

γ
N
4
W
吋・

か
〈
て
『
リ
ュ
・
ν
ア
ン
・
ル

i
ヴ
T
一
ン
』
は
、
七
月
王
政
下
フ
ラ
ン
ス
上
層

社
会
の
巨
大
な
パ
ノ
ラ
マ
と
な
っ
た
。
『
赤
と
黒
』
の
例
に
な
ら
っ
て
、
わ
れ

わ
れ
は
乙
れ
を
一
八
一
一
一
五
年
年
代
記
と
呼
ぷ
ζ

と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
モ
l

d
y

ス
・
パ
ル
デ
シ
ュ
は
、
こ
の
小
説
を
「
七
月
五
政
に
関
す
る
一
種
の
小
説
化
さ

れ
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
と
評
し
て
い
る
が
、
選
挙
そ
の
他
多
く
の
ア
ク
チ
ュ

ア
ル
な
事
件
を
と
り
入
れ
た
『
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ル
!
ヴ
ェ
ン
』
に
応
わ
し
い
評

語
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ω
z
sュ2
出
馬
止
の
v
f
皆

g内
容
乱
開
。

B
き
の
を

(g・
内
庁
宮
、
吋
与
問
。

『。出向日。
w
M
O
U
O〉

w
同

Y
M
Uゆ

(ニ)

前
章
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
?
ノ
ュ
シ
ア
ン
・
ル

l
ヴ
ェ
ン
』
が
七
月
五

政
下
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
を
い
か
に
描
い
て
い
る
か
を
み
た
。
そ
し
て
、
ス
タ
ン

ダ
!
ル
の
、
《
問
》
2
1
0
仏

c
s
z
sロ
》
を
描
乙
う
と
の
意
図
、
が
、
あ
る
程
度

ま
で
成
功
し
て
い
る
の
を
み
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
あ
る
程
度
ま
で

で
あ
っ
て
、
完
全
に
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
パ
ル
ザ
ッ
ク
の
社
会
描
り
と

比
較
す
れ
ば
、

ζ

の
ζ

と
は
お
の
ず
か
ら
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
少
数
の
例
外
を
，
除

い
て
、
《
勺
ぬ
広
明
w

宮
内
凶

c
g
g
gロ
》
は
、

ζ
ζ

に
お
い
て
も
、
多
少
と
も
コ
ミ

ッ
ク
な
戯
画
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
ο

ス
ク
ン
ダ
}
ル
自
身
も
そ
の
ζ

と
に
気
付

い
て
い
た
よ
う
だ
。
創
作
ノ

i
ト
に
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
み
ら
れ
る
。
「
興

味
が
、
す
べ
て
の
人
物
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
な
い
で
、
リ
ュ
シ
ア
ン
の
上
に
だ

け
あ
る
。
」
ま
た
、
「
ζ

の
プ
ラ
ン
は
、
相
変
ら
ず
《
仏
C
O
》
で
、
《
掛
合
同
誌
信
号
》

が
な
い
、
と
い
う
欠
点
を
も
っ
て
い
る
己
(
《
仏

g》
が
前
記
《
仏

5
目。
E
5

m
r
C
M
℃
q
g
H
M
ロ
柏
戸
間
古
田
》
に
、
《
諸
問
V
Z
2》
が

《

宮
CMMHO

仏H
H
S
E
S
C
》
に
、

そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
乙
と
、
い
う
ま
で
も
な
い
よ
さ
ら
に
ス
タ
ン

ダ
l
ル
は
、
同
じ
く
創
作
ノ
l
ト
の
な
か
で
、
自
ら
を
十
八
世
紀
の
英
国
作
家

へ
ン
リ
i
-
フ
ィ

i
ル
デ
ィ
ン
グ
に
比
べ
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
フ

ィ
i
ル
デ
ィ
ン
グ
と
ド
ミ
ニ
ッ
ク
〈
ス
タ
ン
ダ
1
ル
の
乙
と
1
i
i
筆
者
〉
の
大

き
な
相
違
は
、
フ
ィ

i
ル
デ
ィ
ン
グ
が
同
時
に
数
人
の
人
物
を
描
き
、
ド
ミ
エ

。。

ッ
ク
が
た
だ
一
人
物
を
し
か
描
か
な
い
、
と
い
う
乙
と
に
。
」

ω

8
・
n
F
f
M
M
・-

M
H
H

・

似
佐
町
内
凶
-w
問

y
N
S
'

m
w
F即応
J
M
M明
y
M
g
l
N
U
ケ
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序
論
で
触
れ
た
ル
カ
!
チ
の
指
摘
と
も
関
係
す
る
、

ζ

の
主
人
公
中
心
主
義

と
で
も
い
う
べ
き
傾
向
は
、
ス
タ
ン
ダ
l
ル
の
文
学
的
資
質
に
深
く
根
ざ
し
た

も
の
な
の
だ
が
、
今
ζ

の
点
を
詳
し
く
考
察
す
る
余
裕
は
な
い
。
た
だ
、
ス
タ

ン
ダ
l
ル
初
期
の
著
作
《
出

F
S
F
g
g》
の
な
か
に
、
そ
う
い
う
傾
向
を

定
式
化
し
た
言
葉
が
ニ
、
一
一
一
み
ら
れ
る
乙
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

(
む
ろ
ん
、
乙
の
著
作
は
演
劇
論
で
は
あ
る
が
、
ス
タ
ン
ダ
!
ル
が
小
説
を
ぬ
十

九
世
紀
の
喜
劇
M
V

と
考
え
て
い
た
乙
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
)

き
て
、
『
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ル
!
ヴ
ェ
ン
』
の
主
人
公
は
い
か
な
る
青
年
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
、
第
一
章
で
み
た
よ
う
に
設
定
き
れ
た
社
会
の
な
か
で
、
か
れ



は
い
か
な
る
生
き
方
を
す
る
だ
ろ
う
か
。
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
か
れ
は
、
あ
　
　
　
王
政
復
古
期
に
は
形
式
上
は
権
力
の
座
に
あ
つ
て
も
、
歴
史
的
必
然
に
よ
つ
て
、

ら
ゆ
る
も
の
に
恵
ま
れ
た
幸
福
な
若
者
で
あ
る
。
下
層
階
級
出
身
の
ジ
ュ
リ
ァ
　
　
お
そ
か
れ
は
や
か
れ
亡
ぶ
べ
き
運
命
に
あ
る
こ
と
を
知
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
く

ン
と
違
つ
て
、
大
銀
行
家
を
父
に
も
つ
リ
ュ
シ
ア
ン
は
、
生
活
の
た
め
に
働
く
　
　
　
る
。
リ
コ
シ
ア
ン
は
と
い
え
ぱ
、
実
質
的
に
権
力
の
座
に
あ
る
階
級
に
属
し
て

必
要
は
な
い
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
父
は
息
子
を
憎
ん
だ
が
、
リ
ュ
シ
ア
ン
は
父
に
　
　
　
は
い
る
が
、
か
れ
は
そ
の
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
つ
て
い
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

心
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
リ
ュ
シ
ア
ン
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
に
欠
け
　
　
な
ぜ
な
ら
、
か
れ
は
、
潜
在
的
な
力
を
も
つ
て
い
る
人
民
を
圧
迫
す
る
こ
の
階

て
い
た
優
雅
な
物
腰
が
あ
る
。
…
…
か
れ
に
欠
け
て
い
た
唯
一
の
も
の
、
そ
れ
　
　
級
の
反
動
性
を
、
よ
く
知
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

は
経
験
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
こ
の
経
験
の
代
り
に
か
れ
が
も
つ
て
い
た
も
の
は
、
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
な
に
不
足
な
い
リ
ュ
シ
ア
ン
が
、
自
ら
求
め
て
職
に
つ
い

小
説
中
の
言
葉
を
使
え
ぱ
《
日
巴
巴
坤
。
曾
馬
忌
§
§
§
ミ
》
で
あ
る
。
こ
こ
　
　
　
た
の
は
な
ぜ
か
。
ジ
ャ
ン
・
プ
レ
ヴ
ォ
は
、
　
『
赤
と
黒
』
が
エ
ネ
ル
ジ
ー
の
モ

に
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
天
真
ら
ん
ま
ん
な
行
動
家
で
あ
る
フ
ァ
ブ
リ
ス
と
の
相
　
　
ラ
ル
を
展
開
し
た
の
に
対
し
て
、
『
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ル
ー
ヴ
ェ
ン
蛙
は
良
心
の
モ
ラ

違
が
あ
る
。
ジ
ュ
リ
ア
ン
も
強
烈
な
自
意
識
家
で
あ
る
が
、
か
れ
の
も
つ
エ
ネ
　
　
　
ル
を
展
開
す
る
、
と
正
し
く
指
摘
し
、
「
齢
ひ
を
翰
貌
か
を
か
か
に
浄
何
を
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ル
ジ
：
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
真
の
必
要
の
た
め
に
斗
つ
て
　
　
す
べ
き
か
。
こ
れ
が
こ
の
本
の
問
題
で
あ
る
。
じ
つ
さ
い
、
こ
れ
が
、
な
に
不

　
　
　
　
ユ

い
る
階
級
」
に
し
か
み
ら
れ
ぬ
も
の
だ
。
）
が
、
時
と
し
て
、
か
れ
に
向
う
見
ず
　
　
　
足
な
い
人
間
に
課
せ
ら
れ
る
真
の
倫
理
的
問
題
な
の
だ
。
」
と
書
い
て
い
㍉

な
行
動
を
さ
せ
る
。
そ
れ
が
リ
ュ
シ
ア
ン
に
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
望
み
さ
え
す
れ
ば
両
親
の
傍
で
贅
沢
に
暮
せ
る
リ
ュ
シ
ア
ン
が
、
自
ら
求
め
て
、
　
3
7

　
ω
　
≦
。
畠
。
出
。
口
村
《
⇔
づ
．
三
拶
a
”
。
げ
9
℃
ド
℃
・
曽
（
団
9
Ω
器
。
。
5
⊆
。
。
。
O
p
？
　
　
退
屈
な
地
方
都
市
ナ
ン
シ
ー
に
扁
士
官
と
し
て
赴
く
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
良

　
　
　
巳
。
吋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
心
の
モ
ラ
ル
」
ゆ
え
で
あ
る
。
か
れ
は
、
「
自
ら
を
尊
敬
す
る
た
め
に
は
」
、
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
も
ま
ず
、
自
分
の
力
で
生
活
を
た
て
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
考
え
る
の
だ
。
軍

　
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
小
説
の
主
人
公
た
ち
の
な
か
で
リ
ュ
シ
ア
ン
に
最
も
よ
く
似
　
　
　
職
を
え
ら
ん
だ
の
は
、
単
に
軍
服
が
気
に
入
つ
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。

て
い
る
の
は
、
『
ア
ル
マ
ン
ス
』
の
主
人
公
オ
ク
タ
ー
ヴ
・
ド
・
マ
リ
ヴ
ュ
ー
ル
　
　
　
ω
触
8
β
℃
㌫
〈
o
ω
計
o
眉
・
。
拝
・
℃
・
悼
O
ゆ
・

だ
、
と
わ
た
し
は
思
う
。
ま
ず
、
二
人
と
も
良
家
の
息
子
で
あ
る
。
オ
ク
タ
ー

ヴ
は
由
緒
あ
る
家
柄
の
貴
族
だ
し
、
リ
ュ
シ
ア
ン
は
、
ブ
ル
ジ
。
ア
社
会
の
特
権
　
　
　
　
ナ
ン
シ
ー
に
着
い
た
リ
ュ
シ
ア
ン
の
も
と
に
、
二
通
の
手
紙
が
と
ど
く
。
一

階
級
た
る
大
銀
行
家
の
息
子
だ
。
次
に
、
こ
の
二
人
は
い
ず
れ
も
エ
コ
ー
ル
．
　
　
つ
は
脅
迫
状
で
、
こ
れ
が
、
町
の
醜
さ
に
よ
つ
て
生
じ
た
か
れ
の
不
機
嫌
を
倍

ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
の
出
身
で
あ
る
。
　
（
も
つ
と
も
、
リ
ュ
シ
ア
ン
は
学
業
半
ば
に
　
　
加
す
る
が
、
共
和
主
義
者
の
手
に
な
る
他
の
手
紙
は
、
「
第
一
の
手
紙
が
激
し

し
て
放
校
さ
れ
た
が
。
）
こ
の
こ
と
は
、
か
れ
ら
が
合
理
的
、
進
歩
的
な
啓
蒙
思
　
　
　
く
ひ
き
起
し
た
阜
券
と
か
酪
懸
と
い
つ
た
感
じ
を
ほ
と
ん
ど
消
し
去
つ
た
。
」

想
に
培
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
オ
ク
タ
ー
ヴ
の
憂
愁
は
、
単
に
性
的
　
　
　
（
第
6
章
）
エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
で
教
育
を
受
け
た
リ
ュ
シ
ア
ン
が
・

不
能
に
起
因
す
る
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
以
上
に
、
自
分
の
属
す
る
貴
族
階
級
が
、
　
共
和
主
義
者
に
好
感
を
も
つ
の
は
当
然
で
あ
る
。
か
れ
は
、
共
和
主
義
者
の
ま



張
が
極
め
て
正
し
い
こ
と
を
認
め
る
。
「
ぼ
く
は
、
か
れ
ら
の
意
見
に
は
尊
敬
　
　
め
ひ
と
た
ち
と
一
緒
に
暮
す
く
ら
い
な
ら
、
毎
月
十
五
日
間
を
牢
獄
で
過
す
方

を
払
つ
て
い
る
。
か
れ
ら
の
野
心
は
誠
実
な
も
の
だ
。
」
　
（
同
）
か
れ
は
、
共
和
　
　
　
が
ま
し
だ
ろ
う
と
思
う
。
」
（
第
2
7
章
）
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
は
、
こ
の
「
貴
族
的
な

主
義
者
が
そ
の
た
め
に
斗
つ
て
い
る
民
衆
の
、
増
大
す
る
力
を
感
じ
て
さ
え
い
　
　
　
趣
味
」
を
両
親
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
と
し
、
「
わ
た
し
は
不
潔
な
も
の
を
嫌

・
・
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
れ
自
身
が
共
和
主
義
に
な
れ
な
の
は
な
ぜ
か
。
「
い
　
　
　
う
。
そ
し
て
、
民
衆
は
、
わ
た
し
の
眼
に
は
い
つ
も
不
潔
に
み
え
る
。
」
（
第
1
4

か
に
有
徳
で
あ
つ
て
も
、
気
の
利
い
た
考
え
を
も
つ
こ
と
の
で
き
な
い
連
中
と
　
　
　
章
）
と
書
い
て
い
る
が
、
と
に
か
く
、
か
れ
が
民
衆
の
粗
野
、
そ
の
「
野
卑
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
の

は
、
ぼ
く
は
一
緒
に
暮
せ
な
い
。
ぼ
く
は
、
堕
落
し
た
官
廷
の
優
雅
な
風
習
の
　
　
　
凡
庸
さ
」
を
嫌
悪
し
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
嫌
悪
ゆ
え
に
、

方
が
百
倍
も
好
き
だ
。
ワ
シ
ン
ト
ン
は
ぼ
く
を
死
ぬ
ほ
ど
退
屈
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
　
　
か
れ
は
共
和
派
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
の
だ
。
ク
ラ
ッ

ド
・
タ
レ
ー
ラ
ン
氏
と
同
じ
サ
ロ
ン
に
い
る
方
が
よ
つ
ぼ
ど
い
い
。
尊
重
の
感
　
　
　
チ
は
、
ス
タ
ン
ダ
r
ル
の
政
治
思
想
を
「
逆
説
的
共
和
主
義
」
と
呼
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

覚
が
ぼ
く
に
と
つ
て
す
べ
て
で
は
な
い
の
だ
。
ぼ
く
に
は
、
旧
文
化
の
生
ん
だ
　
　
　
が
、
面
白
い
表
現
だ
と
思
う
。

快
楽
が
必
要
な
ん
だ
。
」
，
（
同
）
「
民
主
主
義
は
、
ぼ
く
の
感
じ
方
に
は
あ
ま
り
き
　
　
　
ω
　
国
且
♂
団
9
α
Q
⊆
巽
軸
憎
o
娼
ρ
蕊
゜
。
⑦
樽
】
≦
o
轟
ま
件
。
ω
身
ユ
鉢
己
窪
く
寂
B
。

つ
す
ぎ
る
。
」
（
同
）
　
　
，
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻
冷
良
。
・
も
。
Φ
。
。
ひ
ユ
ρ
，
q
。
P

　
弘
ユ
シ
ア
ン
に
お
け
る
、
こ
の
思
想
と
感
性
の
乖
離
は
、
同
時
に
ス
タ
ン
ダ
ー
　
　
　
②
　
ピ
9
Q
◎
日
巴
8
0
ω
二
B
碧
ω
。
。
崔
o
o
昌
一
〇
。
q
。
ρ
竃
暫
9
煽
α
q
。
吻
α
。
卜
葺
伽
冨
，

ル
齢
身
の
も
の
で
も
あ
つ
た
・
周
知
の
ご
と
く
、
若
年
に
《
イ
デ
オ
7
グ
》
　
　
葺
。
ひ
悼
・
や
§
（
匡
U
ぎ
）
　
　
　
　
　
　
編

た
ち
の
影
響
を
受
け
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
は
、
ブ
ル
ボ
ン
と
そ
σ
同
盟
者
を
極
度
　
⑧
旨
峯
塚
…
。
汀
蜀
ぎ
ζ
き
三
」
。
旦
喜
。
§
・
ピ
。
喜
・
）
る

に
憎
み
、
大
革
命
を
高
く
評
価
し
た
。
か
れ
は
民
衆
の
幸
福
を
熱
望
し
、
進
歩
　
　
　
　
　
　
一
〇
。
ρ
　
　
　
・
　
　
、

の
観
点
か
ら
、
当
時
の
社
会
の
諸
矛
盾
を
批
判
し
た
。
要
す
る
に
、
か
れ
は
、
　
，
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
－

思
想
的
に
は
共
和
主
義
者
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
こ
の
面
の
み
を
誇
張
し
て
考
　
　
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
ア
メ
リ
カ
嫌
い
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
嫌
い
の
原
因
も
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
て
は
な
ら
な
い
。
す
で
に
モ
く
ー
ル
．
Z
．
ゲ
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ス
タ
　
　
あ
た
り
に
あ
る
。
　
『
一
漫
遊
者
の
覚
書
』
の
な
か
で
、
選
挙
に
関
連
し
て
か
れ

ン
ダ
ー
ル
の
急
進
的
な
政
治
思
想
と
極
度
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
感
性
と
の
聞
に
は
、
　
　
は
書
い
て
い
る
。
「
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
（
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
で

明
白
な
乖
離
が
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
。
　
『
ア
ン
リ
・
ブ
リ
ュ
ラ
ー
　
　
は
や
つ
と
今
年
始
つ
た
ば
か
り
だ
が
）
、
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
よ
う
に
最
下
層
階

ル
の
生
涯
』
中
の
次
の
よ
う
な
言
葉
は
、
そ
れ
を
証
明
す
る
も
の
だ
。
「
わ
た
　
　
　
級
の
御
機
嫌
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
…
…
そ
う
な
れ
ば
、
わ

し
は
民
衆
を
愛
し
、
そ
の
圧
制
各
た
ち
を
憎
む
が
、
民
衆
と
一
緒
に
生
活
す
る
　
　
た
し
は
直
ち
に
貴
族
に
な
る
。
わ
た
し
は
誰
の
御
機
嫌
も
と
り
た
く
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

こ
と
は
、
わ
た
し
に
と
つ
て
絶
え
ざ
る
苦
痛
で
あ
ろ
う
。
」
（
第
1
5
章
）
「
わ
だ
し
　
　
　
同
じ
御
機
嫌
を
と
る
な
ら
、
民
衆
よ
り
も
大
臣
の
方
が
ま
だ
ま
し
だ
。
」
　
エ
ゴ

は
か
つ
て
、
も
つ
ど
も
貴
族
的
な
趣
味
を
も
つ
て
い
た
し
、
現
在
な
お
も
つ
て
　
　
　
チ
ス
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
か
れ

い
る
。
・
わ
た
し
は
民
衆
の
幸
福
の
た
め
紅
は
な
ん
で
も
す
る
だ
ろ
う
が
、
商
店
　
　
　
億
共
和
主
義
者
で
も
民
主
主
義
者
で
も
な
い
。
か
れ
の
政
治
に
対
す
る
態
度



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ら
ロ

は
、
マ
ク
シ
ム
・
ル
・
ワ
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
政
治
的
懐
疑
主
義
」
°
に
他
な
゜
　
リ
、
シ
ア
ン
も
ス
タ
ン
ギ
ル
自
身
嵩
じ
く
、
金
馨
ち
の
嚢
を
心
か

ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
・
．
　
　
　
　
　
　
．
　
あ
憎
み
な
が
ら
も
、
そ
の
優
雅
な
風
習
を
愛
さ
ず
に
は
お
れ
ず
、
他
方
・
共
和

　
ω
　
］
≦
伽
旨
。
一
吋
。
。
。
α
、
¢
日
日
。
¢
．
一
．
件
。
℃
岡
。
昌
け
拶
ぎ
。
亘
窪
～
厨
一
〇
碧
邑
一
◎
。
も
。
メ
，
　
主
義
者
た
ち
の
美
徳
を
賞
讃
し
な
が
ら
も
、
そ
の
粗
野
を
嫌
が
ず
に
は
お
れ
な

　
　
　
（
団
“
○
骨
9
ヨ
嘗
。
口
植
件
・
ど
㍗
卜
。
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。
ゴ
ー
チ
，
氏
の
誠
実
さ
に
対
す
港
讃
美
も
、
か
れ
を
共
和
主
義
春
に
す
る

②
ζ
ρ
×
一
．
日
σ
噌
。
．
。
望
．
。
。
件
。
昌
島
冨
；
。
累
鱒
β
鐸
①
（
『
。
U
一
く
9
擦
七
挙
や
　
こ
と
は
で
息
い
め
で
あ
る
。
・
〒
チ
・
氏
の
共
和
主
義
的
議
論
を
聞
き
な
が

　
　
　
。
。
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
、
次
の
よ
う
に
思
わ
ぎ
る
を
得
な
い
リ
ュ
シ
ア
ン
な
の
だ
。
「
ぼ
く
は
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
を
深
く
尊
敬
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
睡
気
が
さ
し
て
ぐ
る
。
そ
れ
で
い

　
マ
ー
チ
ン
・
タ
ー
ネ
ル
は
、
十
九
世
紀
に
な
つ
で
砥
わ
ゆ
る
パ
ト
ロ
ン
が
消
　
・
　
て
、
ぼ
ぐ
は
酔
分
を
共
和
主
義
者
だ
と
炉
え
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
ぼ

滅
し
た
結
果
、
社
会
的
に
孤
立
し
た
作
家
が
・
そ
の
孤
立
か
ら
自
ら
を
救
う
た
め
　
　
く
が
共
和
国
で
暮
す
よ
う
に
は
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
で
い
る
。
共
和
国

に
、
「
新
し
じ
知
的
貴
族
」
を
う
ち
た
て
よ
う
と
し
た
こ
と
を
指
摘
し
・
ス
タ
」
　
°
な
ん
て
、
あ
ら
ゆ
る
凡
庸
さ
が
幅
を
利
か
せ
て
い
惹
と
こ
ろ
な
の
だ
。
ぼ
く

ン
ガ
ー
ル
の
《
”
冨
℃
竃
ま
≦
》
の
意
味
を
こ
こ
に
求
め
て
い
弼
。
ス
タ
ン
　
　
は
、
も
つ
と
も
尊
敬
す
べ
き
連
中
を
さ
え
、
平
気
で
我
慢
す
る
こ
と
は
で
き
な

ダ
ー
ル
が
『
産
業
家
に
対
す
る
新
陰
謀
に
つ
い
て
』
と
い
う
文
章
の
な
か
で
・
　
，
　
い
。
ぼ
く
に
は
、
ウ
オ
ル
ポ
ー
ル
や
ド
．
タ
レ
ー
ラ
ン
氏
の
よ
う
な
、
無
頼
で
，

「
考
え
る
階
級
」
と
い
う
言
葉
を
使
つ
て
い
る
こ
乏
を
、
こ
こ
で
想
起
し
よ
う
。
　
　
愉
快
な
首
相
が
必
要
な
ん
だ
。
L
（
第
8
章
）
か
く
て
リ
ュ
シ
ア
ン
は
ゴ
ー
チ
ェ
：
3
9

こ
の
文
章
は
、
産
業
家
の
あ
ま
り
に
も
功
利
的
な
考
え
方
を
非
難
し
、
利
害
を
　
　
　
氏
か
ら
離
れ
、
貴
族
社
会
へ
接
近
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
こ
の
社
会
へ
入
る
た

は
な
れ
た
高
貴
な
感
情
を
擁
護
し
た
も
の
で
、
こ
こ
で
ス
タ
，
ン
ダ
！
ル
は
・
「
考
　
　
　
め
に
は
、
か
れ
は
、
信
心
深
い
ふ
り
を
さ
え
あ
え
て
す
る
の
で
あ
る
。
「
偽
善

え
る
階
級
」
を
、
°
貴
族
と
産
業
主
義
に
対
立
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
わ
た
　
　
　
者
の
方
が
共
和
主
義
者
よ
り
ま
し
だ
。
」
（
第
9
章
昭
と
考
え
な
が
ら
。

b
は
、
こ
の
「
考
え
る
階
級
」
を
、
タ
ー
ネ
ル
の
「
新
し
い
知
的
貴
族
」
と
同
　
　
・
恋
愛
、
と
り
わ
け
恋
す
る
男
た
ち
に
対
す
る
深
い
軽
蔑
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
の
も
の
と
老
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
階
級
は
、
政
治
に
関
゜
　
つ
ユ
シ
ア
ン
は
ド
・
シ
ャ
ス
テ
レ
ル
夫
人
を
恋
す
る
よ
う
に
な
を
。
・
か
の
女
は
、

し
て
発
言
は
す
る
け
れ
ど
も
、
政
治
的
な
力
は
少
し
も
な
く
、
む
し
ろ
政
治
の
　
　
　
ま
だ
若
い
、
美
し
い
未
亡
人
で
、
高
貴
な
魂
の
持
主
で
あ
る
。
　
（
こ
こ
で
は
・

外
部
に
存
在
す
る
。
こ
の
階
級
の
代
表
者
た
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
は
、
政
治
と
い
　
　
　
こ
の
恋
愛
の
過
程
の
分
析
は
省
略
す
る
。
た
・
だ
、
こ
の
恋
愛
描
写
が
、
有
名
な

う
名
の
卑
劣
と
妊
計
に
満
ち
た
世
界
に
参
加
す
る
こ
と
を
拒
み
、
政
治
を
超
え
　
　
　
ク
リ
ス
タ
リ
ザ
シ
ォ
ン
の
理
論
の
、
も
つ
と
も
見
事
な
適
用
の
ひ
と
つ
で
あ
る

た
と
ご
ろ
に
こ
そ
幸
福
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
か
れ
の
《
幸
福
追
求
》
、
，
　
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
）
美
し
き
も
の
、
高
貴
な
る
も
の
の
た
め
に
生
・

，
エ
ピ
キ
ュ
リ
ス
ム
、
エ
ゴ
チ
入
ム
の
真
の
意
味
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
き
た
こ
の
ふ
た
つ
の
魂
は
、
容
易
に
相
手
を
認
め
あ
い
、
理
解
し
あ
う
よ

・
ω
　
ζ
拶
．
翫
ロ
目
ロ
層
昌
。
＝
”
↓
『
。
Z
o
〈
9
貯
午
碧
。
。
（
＝
9
巨
。
。
ゴ
＝
拶
日
ロ
8
P
　
　
う
に
な
る
。
「
か
れ
は
ド
・
シ
ャ
ス
テ
レ
ル
夫
人
に
対
し
て
、
お
の
ず
か
ら
、

　
　
　
一
§
）
》
℃
や
一
い
ド
這
Q
。
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
上
品
で
卒
直
な
話
し
ぶ
り
を
し
た
が
、
そ
の
調
子
の
な
か
に
、
相
手
の
最
も
微



妙
な
心
理
を
さ
え
も
決
し
て
傷
つ
け
る
こ
と
な
し
に
、
一
脈
の
娩
曲
な
親
し
さ
　
　
者
に
傾
い
た
と
き
、
ル
ー
ヴ
ェ
ン
氏
は
か
れ
に
こ
う
質
問
す
る
。
「
お
ま
え
は
、

を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
い
う
親
し
さ
は
、
ふ
た
つ
の
同
じ
高
さ
の
　
　
　
そ
の
職
を
や
り
と
げ
る
ほ
ど
悪
党
に
な
れ
る
か
ね
。
」
（
第
3
8
章
）
（
こ
こ
で
、

魂
が
、
い
わ
ゆ
る
社
交
界
と
い
う
、
け
が
ら
わ
し
い
仮
面
舞
踏
会
の
仮
面
の
な
　
　
　
民
衆
を
搾
取
し
、
民
衆
に
武
力
的
断
圧
を
さ
え
加
え
て
い
た
当
時
の
政
府
の
反

か
で
出
あ
い
、
認
め
あ
つ
た
と
き
に
、
そ
れ
ら
の
魂
が
示
す
に
応
わ
し
い
も
の
　
　
　
動
性
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
）
こ
の
言
葉
を
き
い
て
、
は
じ
め
は
身
ぶ
る
い
し

で
あ
る
。
な
に
か
の
使
命
で
天
か
ら
降
り
て
き
て
、
偶
然
下
界
で
出
あ
う
天
健
　
　
　
た
リ
ュ
シ
ア
ン
も
、
結
局
、
「
悪
覚
」
に
な
ろ
う
と
決
心
す
る
。
た
だ
し
、
次

た
ち
も
、
こ
の
よ
ゲ
な
話
し
方
を
す
る
だ
ろ
う
。
L
（
第
1
7
章
）
む
ろ
ん
、
ふ
た
　
　
　
の
よ
う
な
条
件
で
。
「
ぼ
く
は
店
の
方
に
し
よ
う
と
決
め
か
け
て
い
ま
し
た
。

り
の
政
治
的
立
場
は
正
反
対
で
あ
る
。
ド
・
シ
ャ
ス
テ
レ
ル
夫
人
は
熱
心
な
正
　
　
で
も
、
内
閣
に
雇
わ
れ
る
こ
と
に
し
ま
す
。
た
だ
し
、
ネ
ー
元
帥
や
カ
ロ
ン
大

統
王
朝
派
で
あ
り
、
リ
ュ
シ
ア
ン
は
、
さ
き
に
も
み
た
よ
う
に
、
共
和
主
義
者
　
　
佐
や
フ
ロ
ッ
テ
な
ど
の
よ
う
な
暗
殺
に
は
、
一
切
あ
ず
か
ら
な
い
と
い
う
条
件

で
は
な
い
に
し
て
も
、
少
く
と
も
自
由
主
義
者
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
高
　
　
　
つ
き
で
す
よ
。
ぼ
く
の
や
る
こ
と
は
、
金
銭
上
の
ご
ま
か
し
く
ら
い
で
す
。
そ

貴
な
魂
た
ち
に
と
つ
て
、
政
治
的
立
場
の
相
違
も
決
定
的
な
障
碍
と
は
な
り
得
　
　
　
れ
か
ら
、
も
ひ
と
つ
、
ぼ
く
は
自
分
自
身
に
確
信
が
な
い
か
ら
、
一
年
間
だ
け

な
い
。
「
リ
ュ
シ
ア
ン
は
か
の
女
の
た
め
に
、
そ
の
自
由
主
義
を
犠
牲
に
し
、
　
　
　
働
く
こ
と
に
し
ま
す
。
」
（
第
3
9
章
）
か
く
て
リ
ュ
シ
ア
ン
は
中
庸
派
の
政
界
、

か
の
女
は
か
れ
の
た
め
に
、
そ
の
過
激
王
朝
主
義
を
犠
牲
に
し
て
い
た
。
こ
の
点
　
　
　
こ
の
「
悪
党
」
の
世
界
へ
入
つ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
す
で
に
前
章
で

に
つ
い
て
は
、
か
れ
ら
は
、
ず
つ
と
以
前
か
ら
完
全
に
了
解
し
あ
つ
て
い
た
。
」
　
　
み
た
よ
う
に
、
か
れ
は
こ
こ
で
大
い
に
活
躍
し
さ
え
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
　
知

（
第
3
2
章
）
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
に
お
け
る
幸
福
が
政
治
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
　
　
　
こ
と
か
ら
、
か
れ
が
当
時
の
反
動
的
な
政
治
権
力
に
積
極
的
に
参
加
し
た
と
速

こ
と
が
、
こ
こ
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
断
し
て
は
な
ら
な
い
。
か
れ
が
政
界
に
入
つ
た
の
は
、
も
つ
ば
ら
、
父
へ
の
感

　
か
れ
ら
が
「
シ
ャ
ス
ー
ル
・
ヴ
ェ
ー
ル
」
で
宵
を
過
す
個
所
は
、
こ
の
小
説
　
　
　
謝
を
示
す
た
め
で
、
立
身
出
世
を
す
る
た
め
で
は
な
い
。
か
れ
ほ
ど
立
身
出
世

の
な
か
で
も
つ
と
も
甘
美
な
、
も
つ
と
も
幸
福
な
部
分
だ
。
こ
こ
に
お
い
て
の
　
　
　
に
無
関
心
な
青
年
は
な
い
の
で
あ
る
。

み
、
か
れ
ら
は
、
疑
惑
や
あ
ら
ゆ
る
卑
俗
さ
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
完
全
に
幸
福
　
　
　
　
政
界
で
日
を
過
す
に
従
つ
て
、
こ
の
愚
劣
で
凡
庸
で
粗
野
な
世
界
に
対
す
る

に
な
る
こ
と
が
で
き
る
．
こ
こ
に
お
い
て
の
み
、
か
れ
ら
の
情
熱
恋
愛
は
、
完
　
　
　
リ
ユ
シ
ア
ン
の
嫌
悪
は
、
募
る
一
方
で
あ
る
。
こ
の
嫌
悪
か
ら
か
れ
の
気
を
紛

全
に
開
花
す
る
の
だ
。
わ
た
し
は
、
「
シ
ャ
ス
ー
ル
・
ヴ
ェ
…
ル
」
が
、
　
『
赤
　
　
ら
せ
て
く
れ
る
の
は
、
ド
・
シ
ャ
ス
テ
レ
ル
夫
人
の
思
い
出
だ
け
だ
。
思
い
出

と
黒
』
や
『
パ
ル
ム
の
僧
院
』
に
お
け
る
牢
獄
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
い
る
　
　
　
の
ド
゜
シ
ャ
ス
テ
レ
ル
夫
人
は
、
か
れ
に
と
つ
て
、
こ
の
世
の
も
つ
と
も
美
し

と
思
う
の
だ
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
も
の
、
も
つ
と
も
高
貴
な
る
も
の
、
も
つ
と
も
崇
高
な
る
も
の
の
権
化
と
な

　
デ
ュ
・
ポ
ワ
リ
エ
の
好
計
に
よ
つ
て
愛
人
の
許
を
去
り
、
パ
リ
へ
帰
つ
た
傷
　
　
　
る
。
さ
ま
ぎ
ま
の
愚
劣
と
粗
野
の
な
か
に
あ
つ
て
、
こ
の
高
貴
な
魂
に
想
い
を

・
ひ
の
リ
ュ
シ
ア
ン
を
、
ふ
た
つ
の
職
業
が
待
つ
て
い
る
。
父
の
銀
行
で
働
く
か
、
　
　
い
た
す
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
、
リ
ュ
シ
ア
ン
は
人
間
的
な
感
情
を
い
だ
く
こ
と

ド
・
ヴ
ゴ
ー
ズ
伯
の
秘
書
と
し
て
官
吏
に
な
る
か
。
リ
ュ
シ
ア
ン
の
気
持
が
後
　
　
が
で
き
る
の
だ
。
カ
ン
の
選
挙
の
あ
と
で
、
「
ぼ
く
の
し
て
い
る
こ
と
を
ド
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ψ



シ
セ
ス
テ
レ
ル
夫
人
に
話
し
た
ら
、
か
の
女
は
な
ん
と
い
う
だ
ろ
う
か
。
」
（
第
　
　
　
き
方
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
あ
る
が
、
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、

5
4
ﾍ
）
と
自
問
せ
ざ
る
を
得
な
い
リ
ュ
シ
ア
ン
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
高
　
　
，
か
れ
ら
が
政
治
的
社
会
に
対
し
て
、
結
局
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
、
バ
ル
デ
シ
ュ
の
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貴
な
女
性
は
か
れ
に
と
つ
て
、
自
分
の
行
為
の
審
判
者
、
ジ
マ
ン
・
プ
レ
ヴ
オ
　
　
　
葉
を
使
え
ば
「
証
人
］
に
あ
る
い
は
「
旅
行
者
」
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

の
言
葉
を
使
え
ば
、
「
中
世
に
お
い
て
騎
士
の
貴
婦
人
が
そ
う
で
あ
つ
た
よ
う
　
　
　
か
れ
ら
は
す
べ
て
、
最
後
に
は
、
自
分
の
求
め
る
幸
福
が
こ
の
社
会
に
は
な
い

に
、
名
誉
と
知
性
に
関
す
る
、
想
像
上
の
審
判
者
」
と
さ
え
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
と
悟
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
社
会
か
ら
退
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
当
時
の
社
会
の

　
ω
智
9
口
℃
㌫
＜
o
。
。
計
o
，
9
£
，
悼
り
9
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悪
か
ら
自
己
の
魂
の
純
粋
さ
を
守
る
の
で
あ
る
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
は
、
か
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
人
公
た
ち
に
社
会
悪
へ
の
共
犯
を
拒
否
さ
せ
る
と
い
う
形
で
、
同
時
代
の
社

　
こ
の
未
究
の
小
説
で
は
・
こ
の
ふ
た
り
は
二
度
と
出
あ
う
こ
と
は
な
い
が
、
　
　
会
の
愚
劣
さ
を
批
判
し
た
と
い
え
よ
う
。

ス
タ
ン
ダ
…
ル
の
プ
ラ
ン
で
は
、
か
れ
ら
は
小
説
の
最
後
で
再
会
す
る
こ
と
に
　
　
　
　
ω
　
O
。
。
．
o
q
ピ
¢
。
恩
。
切
・
。
℃
・
6
一
f
や
渇
・

な
つ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
外
交
官
の
書
記
に
な
つ
た
リ
ュ
シ
ア
ン
は
、
　
　
　
②
　
ζ
”
¢
噌
一
6
。
頃
p
憎
α
①
6
ゲ
。
・
。
や
6
剛
£
㍗
匿
曾

外
交
官
夫
人
に
い
い
寄
る
が
、
夫
人
は
こ
れ
を
拒
み
、
リ
ュ
シ
ア
ン
の
職
を
解

く
。
リ
ュ
シ
ア
ン
は
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
附
近
の
あ
る
村
に
身
を
引
く
が
、

そ
こ
ヘ
ド
・
シ
ャ
ス
テ
レ
ル
夫
人
が
や
つ
て
く
る
。
誤
解
が
解
け
て
、
ふ
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
1

は
結
婚
す
る
、
と
い
う
具
合
に
な
つ
て
い
る
。
か
く
て
リ
．
シ
ア
ン
は
、
最
後

に
は
政
治
的
社
会
か
ら
退
き
、
ド
・
シ
ャ
ス
テ
レ
ル
夫
人
と
の
愛
の
生
活
の
な

か
に
、
人
生
の
真
の
価
値
を
見
出
す
に
い
た
る
。

　
こ
う
み
て
く
る
と
、
リ
ュ
シ
ア
ン
の
対
社
会
態
度
が
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
や
フ
ワ
．

ブ
リ
ス
の
そ
れ
と
根
底
的
に
は
同
一
で
あ
る
こ
と
が
分
る
で
あ
ろ
う
。
　
「
す
べ

て
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
主
人
公
た
ち
は
、
」
と
ル
カ
ー
チ
は
書
い
て
い
る
、
「
人
生

か
ら
逃
避
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
か
れ
ら
の
時
代
の
腐
敗
か
ら
自
己
の
精
神
的
、

道
徳
的
誠
実
さ
を
救
つ
て
い
る
。
　
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
は
故
意
に
、
絞
首
台
に
お

け
る
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
死
を
自
殺
の
形
と
し
て
描
き
、
フ
一
・
ブ
リ
ス
と
リ
ュ
シ
ア

ン
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
場
合
ほ
ど
劇
的
で
は
な
く
、
悲
愴
さ
も
少
い
に
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

同
じ
方
法
で
人
生
か
ら
退
く
の
で
あ
る
。
」
こ
の
指
摘
は
正
し
い
。
ス
タ
ン
ダ
！

ル
の
主
人
公
た
ち
は
、
か
れ
ら
の
置
か
れ
た
時
代
と
境
遇
に
よ
つ
て
、
そ
の
生




